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情報教育班 

令和５年３月に調査した文部科学省「令和５年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概

要）【確定値】」が令和６年１０月に公表されました。この調査は、初等中等教育における教育の情報化の実態を

把握し、関連施策の推進を図るために実施されています。次の表は、令和５年度の調査結果の一部抜粋です。 

この調査結果を見ると、宮城県では 1 人 1 台端末環境が整備され、全国 1 位の整備率を誇っています。しか

し、教員の ICT 活用指導力を示す項目の全国順位は低調です。実は、数字としては年々改善傾向にあるものの、

令和元年度以降は宮城県の順位は下降傾向にあり、宮城県の教員の ICT 活用指導力の向上が喫緊の課題と

されています。ところで、みやぎの先生は、本当に ICT活用ができていないのでしょうか？ 

私たちも研修会等を通して、先生方が年々、確実に授業でのＩＣＴ活用を進めておられることは実感しています。

しかし、その一方で、十分活用できているにもかかわらず、「私は苦手だから」と「できない」と思い込ん

でいる先生が一定数おられるようにも思います。大項目に対する簡単な質問を用意してみました。あてはま

っていたら○、あてはまっていなければ×を付けてください。 

教員のＩＣＴ活用指導力を示す項目 質   問 ○× 

大項目 A 教材研究・指導の準備・評

価・校務などに ICTを活用する能力 

教材研究でインターネット検索をしていませんか？ 

授業のプリント等をコンピュータでつくっていませんか？ 

成績処理はコンピュータでしていませんか？ 

 

大項目 B 授業にＩＣＴを活用して指導

する能力 
教室でＩＣＴを活用して授業をしていませんか？  

大項目 C 児童生徒のＩＣＴ活用を指

導する能力 

児童生徒が１人１台端末を使って、先生の授業を受けて

いませんか？ 
 

大項目D 情報活用の基盤となる知識

や態度について指導する能力 
情報モラルを含む生徒指導をしていませんか？  

普段の先生方の授業風景から想像すると、×はなかなかつかないと思いますが、いかがでしょうか？ 

「ＩＣＴ機器は黒板とチョークと同じ」と言われています。私たちがチョークと黒板が使えないということは無いと

思います。もちろん、「より良い使い方がしたい」とか「板書名人と比べると、できていない」などということはあるか

もしれません。でも、それは、できないのではなく、向上心を持って謙遜されているだけではないでしょうか？

ＩＣＴ活用も同じです。「できる」「ややできる」に○を付けていただける状況だと思います。 

総合教育センターでは、「もっと良い授業をしたい」という全てのみやぎの先生方にお応えす

るためにＭナビ新聞やＭナビＴＶ等を公開しています。ご活用ください。 

学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要） 

令和５年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果 割合（全国順位） 

 
生成ＡＩ「Ｃｏｐｉｌｏｔ」により、画像生成したもの 

児童生徒一人当たりの学習者用コンピュータ台数 1.2台/人（１位） 

大項目 A 教材研究・指導の準備・評価・校務などに ICTを活用する能力 86.6％（46位） 

大項目 B 授業にＩＣＴを活用して指導する能力 74.7％（45位）  

大項目 C 児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力 77.0％（46位）  

大項目 D 情報活用の基盤となる知識や態度について指導する能力 85.1％（43位）  

年度中に ICT活用指導力の各項目に関する研修を受講した教員の割合 68.7％（32位）  

Ｍナビ新聞で校内研修！！ ～ICT活用「できる」ってどんなこと？～ 



  

実践事例紹介 みやプロＧｏ！を使った授業実践  菅原 翔太 先生 

総合教育センターの令和５年度長期研修成果物『プログラミング教育パッケージ「みやプロ Go！」』
を活用した授業実践例を紹介します。 

今回は、大崎市立岩出山中学校の菅原先生の事例をご紹介します。 

学校名 大崎市立岩出山中学校 教科、領域 数学（中学校第２学年） 

概要 ・主な学習活動 ★活動の留意点 

単元名：式の計算（本時５／１9時間） 

本時は、一次関数のグラフの傾きの意味や一次関数の値の増減とグラフの特徴を理解すること

を目標としている。今回は、𝑦=𝑎𝑥+𝑏の式やグラフの共通点から、式とグラフの特徴を関連付けて

理解させるようにした。 

 

【導入】 

 一次関数のグラフのかき方を復習し、式とグラフの

関係性について復習する。 

 右図を提示し、「○ア～○エのグラフを、式かグラフの特

徴に注目して２つの仲間に分けよう」という本時の

課題を提示する。 

★仲間に分ける際には、共通点を言葉で表すことと、

仲間に属していない選択肢を作らないことに気を

付けさせる。 

 

【展開・終末】 

・ スプレッドシートを活用し、仲間分けをさせ

る。 

★スプレッドシートには、友達の考えを参考に

させながら、仲間分けのテーマを入力させ

る。間違えて友達の入力したデータを消して

しまうこともあるため、消した際には「元に戻

す」のマークをタップするよう確認する。 

・ グループになり、考えを交流させる。 

・ 各グループで発表をさせ、式とグラフの関係

性を見いださせる。 

・ 表、式、グラフの関係についてまとめ、それぞれの対応について確認する。 

使用機材 

ソフトウェア 

生徒使用端末：iPad 

使用したアプリケーション等：スプレッドシート 

先生方へ 本時の学習では、プログラミング的思考の中の「抽象化」の思考を取り入れ、一次関数の特徴

を見いだすために、式やグラフの共通点を見付け、その中から式やグラフの特徴を抜き出す活動を

取り入れました。共通点を見付けるという学習活動は数学に限らず行われると思います。様々な教

科でプログラミング的思考を育むためのヒントとしてぜひ活用してください。 

 

 編集後記 

 今号は、学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要）を取り上げ、教員のＩＣＴ活用指導

力について、職員会議等で考える研修会を提案させていただきました。ぜひ、同僚の先生方とＩＣＴ活用の方法に

ついて情報共有を図り、ＩＣＴ活用のヒントを探してみてください。   【第 3３号担当： 情報教育班 千坂】 

「みやプロ Go！」 
ホームページ 

【写真２】生徒が作成したスプレッドシート 

【写真１】学習動画の画面 


